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年
末
に
＆
り
ま
す
と
急
に
車
の
動

き
か
、
激
し
く
、
へ
の
気
持
も
せ
わ
し

く
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
か
予
想

さ
れ
ま
す
。
年
の
瀬
の
交
通
事
故
ほ

ど
悲
惨
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
に
あ
わ
ず
に
、
み
ん
な

そ
ろ
っ
で
、
、
明
る
い
正
月
を
迎
え
ま

し
よ
う
。

　
一
、
二
ど
も
の
事
故
防
止

　
二
、
お
年
寄
り
の
事
故
防
止

を
重
点
目
標
と
し
て
、
年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
を
実
施
い
か
、
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
ヵ
を
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
こ
ど
も
の
事
故
防
止

①
学
校
へ
送
り
出
す
と
き
の
注
意

☆
時
間
に
余
裕
を
と
っ
イ
、
登
校
、
登

　
園
さ
せ
ま
し
よ
う
。

☆
忘
れ
物
の
な
い
よ
う
に
、
前
も
っ

　
て
た
し
か
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
．

☆
出
か
け
る
と
き
、
し
か
っ
た
り
、

　
せ
き
た
て
た
り
し
な
い
よ
う
に
。

☆
雨
の
日
の
服
装
は
、
運
転
者
の
目

　
に
つ
き
や
す
い
も
の
に
す
る
。

②
学
校
か
ら
帰
る
と
き
の
注
意

☆
必
ず
き
め
ら
れ
た
通
学
路
を
通
る

　
よ
う
こ
し
ま
し
ょ
う
．

☆
帰
宅
時
刻
を
知
っ
f
、
お
く
。

☆
保
護
者
に
帰
宅
の
あ
い
さ
つ
を
す

　
る
よ
う
に
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
．

③
道
を
連
れ
て
歩
く
と
き
の
注
意

　
つ
ぎ
の
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

☆
信
号
の
見
か
た
と
通
り
か
た
。

☆
横
断
の
し
か
た
。
　
・

☆
と
び
出
し
防
止
。

☆
曲
り
角
で
、
の
注
音
心
、

二
、
お
年
寄
り
の
事
故
防
止

①
外
出
時
の
注
意

☆
一
人
歩
き
の
外
出
は
で
き
る
だ
け

　
さ
せ
な
い
よ
ろ
に
、

☆
自
転
車
で
は
、
で
き
る
だ
け
外
出
さ

　
せ
な
い
よ
う
に
。

②
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
注
意

☆
荷
台
に
は
重
い
も
の
、
．
長
い
も
の

　
等
を
積
ま
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

☆
夜
間
は
自
転
車
で
の
外
出
は
さ
廿
一

　
な
い
よ
う
に
す
る
，

三
、

☆
マ
，
ー
カ
ー
の
使
用
を
自
粛
し
ょ
う

☆
配
車
計
画
、
運
行
計
画
な
ど
を
再

　
検
討
し
、
効
率
的
に
車
を
使
う
。

☆
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
を
し
な
い
。

☆
歩
行
者
の
安
金
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
自
転
車
利
用
者
の
安
全
を
守
り
ま

　
し
よ
う
ウ

☆
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
。

四
、
商
店
や
家
庭
の
皆
さ
ん
は

☆
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
、
道
路
に

　
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
．

☆
め
い
わ
く
駐
車
は
、
さ
せ
な
い
。

☆
外
出
す
る
と
き
は
、
幼
児
の
左
手
を

　
し
っ
か
り
握
っ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

車
を
使
う
人
や
事
業
所

小
中
学
生
交
通
安
全

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
決
る

　
交
通
事
故
防
止
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
小
．
中
学
校
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
て
、
交
通
安
全
に
関
し
て

の
作
文
、
ポ
ス
ク
ー
を
、
募
稟
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
み
な
優
秀
な
作
品
の
た
め
に
、
審

査
に
あ
た
っ
た
、
完
生
達
を
悩
ま
し

ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
か
入
選

い
た
し
ま
し
た
。

　
作
　
文

小
学
校
の
部

　
隔
岡
小
学
校
一
年
菅
野
λ
美
子

　
　
　
令
　
　
三
年
　
永
山
　
　
均

　
　
　
全
　
　
五
年

　
福
岡
蔵
王
分
校
六
年

中
学
校
の
部

　
白
石
中
学
校
一
年

　
　
　
全
　
　
二
年

　
小
原
中
学
校
三
年

　
ポ
ス
タ
ー

小
学
校
の
部

　
福
岡
小
学
校
一
年

　
深
谷
小
学
校
一
年

　
　
　
全
　
　
一
年

　
大
鷹
沢
小
学
校
二
年

　
　
　
全

　
　
　
全

　
小
原
小
学
校
三
年

名
刺
交
換
会

　
昭
和
四
十
九
年
の
名
刺
交
換
会
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

申会場
込

先費所

申
込
締
切

［
月
五
日
（
土
曜
日
）

牛
前
十
一
時

白
石
市
民
会
館

五
百
円

白
石
市
役
所

　
秘
書
企
画
課

十
二
月
十
五
日

大村
宮上

俊
明

康
高

桂
島
ひ
と
み

佐
々
木
可
南
子

小
林
日
登
美

菅
野
　
和
明

大
野
　
　
実

八
島
愉
美
子

阿
部
　
正
男

高
橋
　
久
信

我
妻
　
和
子

木
村
　
幸
子

大
鷹
沢
小
学
校
三
年

　
　
全
　
　
三
年

福
岡
八
宮
分
校
四
年

小
原
小
学
校
四
年

深
谷
小
学
校
四
年

小
原
小
学
校
五
年

大
鷹
沢
小
学
校
五
年

小
原
小
学
校
五
年

福
岡
小
学
校
六
年

　
　
全
　
　
六
年

　
　
全
　
　
六
年

一
条
加
代
子

佐
藤
　
正
彦

新
山
久
美
子

立
川
鶴
彦

阿
部
由
美
子

本
多
　
和
則

阿
部
　
稔

小
室
由
紀
子

渡
辺
喜
久
枝

塩
谷
　
恵
子

高
橋
　
昌
好

入
選
ポ
ス
タ
ー
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『
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
』

　
地
域
住
民
の
自
発
的
な
運
動
に
始

ま
り
、
年
々
全
国
的
に
活
発
な
運
動

が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
生
活
に
困
っ
て
い
る
入
。

　
長
い
闘
病
生
活
で
困
っ
て
い
る
人

な
ど
の
方
々
の
た
め
に
、
こ
の
運
動

を
く
り
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　
明
か
る
く
住
み
よ
い
、
地
域
社
会

を
築
く
た
め
に
、
皆
様
の
暖
か
い
善

意
に
よ
っ
て
、
明
か
る
く
楽
し
い
、

お
正
月
を
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
迎
え
ら

れ
ま
す
よ
う
、
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年末納税強調月間

　　　48，12．1～12、31

⇔納税袋を確め、お忘れの方は今

　すぐ納めましょう。

⇔今月の納税

　　　　国定資産税第4期
　　　　国民健康保険税第4期
　陥市税を納めて　明るい

　　　お正月を　お迎え下さい，，

消
費
生
活
展

日
時
十
二
月
七
日
㈹

　
　
　
　
　
九
時
ー
四
時
ま
で

　
　
　
　
十
二
月
八
日
㈲

　
　
　
　
　
九
時
～
三
時
ま
で

場
　
所
　
市
民
会
館

催
も
の
　
ω
展
示
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
の
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
あ
お
ぞ
ら
号

　
　
　
　
㈲
不
用
品
活
用
会

　
　
　
　
　
（
白
石
消
費
者
の
会
）

　
生
　
活
　
改
　
善
　
展

．
梯

，
露
’
鎖

よ

共
同
募
金
中
問
報
告

　
十
月
一
日
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
、
四
十
八
年
度
共
同
募
金
は
、
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
十
一
月

十
日
現
在
で
下
記
の
と
お
り
の
成
績

を
あ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

①
戸
別
募
金
額
　
　
一
、
毛
八
、
さ
七
円

②
街
頭
募
金
額
　
　
　
三
六
、
三
薯
円

③
会
社
募
金
額
　
　
　
三
八
、
六
吾
円

　
　
計
一
、
三
五
三
、
五
七
三
円

　
目
標
額
に
対
す
る
成
績
率
は

　
　
　
一
〇
七
・
二
％

　
　
　
　
　
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

保
育
園
児
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
士
日
～
旱
一
日

　
共
稼
ぎ
家
庭
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
保
育
を
必
要
と
す

る
幼
児
の
数
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
保
育
を
必
要

と
す
る
幼
児
の
完
全
な
措
置
が
で
き

る
よ
う
に
、
昭
和
五
十
年
を
目
標
に

保
育
園
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
東
保
育
園
定
員
六
十
名
、
う
ち
三

才
未
満
児
八
名
位
。
南
保
育
園
定
員

百
二
十
名
、
う
ち
三
才
未
満
児
十
五

名
位
。
西
保
育
園
定
員
百
二
十
名
、

う
ち
三
才
未
満
児
十
五
名
位
。
北
保

育
園
定
員
六
十
名
、
う
ち
三
才
未
満

児
八
名
位
。
越
河
保
育
園
定
員
六
十

名
、
う
ち
三
才
未
満
児
八
名
位
募
集

し
ま
す
。

▼
入
園
の
資
格

　
共
働
き
、
母
親
の
い
な
い
家
庭
、

家
族
に
病
人
が
い
る
な
ど
の
事
情
で

子
ど
も
の
世
話
を
す
る
人
が
い
な
い

家
庭
。

▼
保
育
時
間

　
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
き
毎
日
午
前

八
時
半
か
ら
五
時
ま
で
、
た
だ
し
土

曜
日
は
午
前
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
一
日
か
ら

［
月
三
十
一
日
ま
で
。

▼
申
込
書
類

　
入
園
申
込
書
は
、
十
二
月
二
十
日

か
ら
福
祉
事
務
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
申
込
先

　
白
石
市
役
所
内
福
祉
事
務
所

　
⑤
こ
一
｝
一
番
（
内
線
こ
三
一
番
）

　
　
。
唯
鼠
毒
灘

　
　
人
駄
縄
姫
難
洲
訓
脚
鎌

　
　
の
・
船
磁
凝
嗣
雄
、
燃

　
鑑
箔

漆
憲
・
義
》
鍵
羅
纂
噸
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≦市…政萎、藝萎…莚一一＝…蓉

　　東北新幹線工事の進行、市役所新庁舎の完成など、明るいニュースのなかで

　市政はスタートしました。5月春の叙勲で、各界で活躍しておる、白石市出身

　の5名の方々が、受章の栄に浴されました。11月市制施行20周年記念、市庁舎

　落成記念式典が行われ、席上で名誉市民第1号誕生、白寿第1号が誕生と、喜

　びの中に、11月27日待望の東北縦貫道路白石、仙台間が開通しました。

　　東北新幹線新白石駅舎構想発表、東北縦貫道路開通と、東北の高速時代の幕

　開けにふさわしい、前進したこの年を閉じることになr）ます。

　　本号で、市政48年をふr）かえって見ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貞⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒→⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒ゆ⇒⇒⇒⇒⇒ゆ碑

劉穿3・象周髄継鐵
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〈
一
月
〉

⇒
　
◎
名
刺
交
換
会

　
◎
成
人
式

⇒
　
◎
上
水
道
水
源
改
良
工
事
着
手

⇒
　
◎
東
北
新
幹
線
第
二
白
石
ト
ン
ネ
ル

⇒
南
工
区
起
工
式

⇒
〈
二
月
〉

⇒
　
◎
四
十
七
年
度
市
内
優
良
従
業
員

⇒
表
彰
式
　
ー

⇒
〈
三
月
v

⇒　
◎
新
庁
舎
に
お
い
で
、
初
の
定
例
市

⇒⇒
　
　
議
会
が
開
か
れ
総
額
十
九
億
九
千

　
万
円
の
四
十
八
年
度
予
算
可
決

峯

溝・、

◎
市
議
会
議
長
に
黒
沢
登
氏
就
任

◎
消
防
出
初
式
（
消
防
関
係
表
彰
｝

◎
市
役
所
新
庁
舎
で
執
務
開
始
〔
市

民
相
談
室
、
保
険
課
、
都
市
計
画

課
、
管
財
課
新
設
）

◎
青
少
年
の
家
設
置
（
’
原
小
ケ
、
保

平
地
内
）

〈
五
月
〉

◎
第
十
土
回
こ
け
し
コ
、
み
ー
几
開

催
二
日
～
五
日
一

◎
敬
老
会
【
越
河
、
斎
川
．
大
鷹
沢

日
川
地
区
｝
行
わ
れ
る
，

◎
白
川
小
学
校
校
舎
完
成

腱馨

1礎

蕊1

　篭

舎

額薩轟欝．騨鞭璽

上）20周年記念式典　　　（下）市　　庁

〈
六
月
〉

◎
大
鷹
．
沢
公
民
館
完
成

◎
春
の
叙
勲
祝
賀
会

勲
一
等
瑞
宝
章

　
高
橋
進
太
郎
氏
（
元
国
務
大
臣
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
佐
久
聞
貢
氏
（
人
権
擁
護
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
太
宰
虎
太
郎
氏
（
地
方
自
治
）

動
五
等
双
光
旭
日
章

　
東
山
　
正
義
，
氏
【
、
社
会
福
祉
）

鈴
木
　
六
郎
氏
（
郵
政
事
業
）

一4一
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〈
七
月
V

◎
白
石
市
図
書
館
建
築
事
業
着
手

◎
白
石
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

◎
越
河
小
学
校
建
築
事
業
着
手

◎
市
文
化
財
史
跡
指
定
（
堂
田
遺
跡

郡
山
横
穴
古
墳
群
、
世
良
修
蔵
の

墓
、
片
倉
家
廟
所
）

◎
大
鷹
沢
小
学
校
百
周
年
記
念
式
典

〈
八
月
〉

物
発
掘
調
査
実
施
、
縄
紋
時
代
早

期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
貴
重
な

遺
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

◎
白
石
夏
ま
つ
り
（
＋
三
～
＋
五
日
）

◎
白
石
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎
白
石
市
民
健
康
ま
つ
り

〈
九
月
〉

◎
敬
老
会
に
五
百
六
名
を
招
待
八
十

八
才
の
方
七
名
、
七
十
七
才
の
方

五
十
七
名
に
市
か
ら
記
念
品
を
贈

る
。
　
（
白
石
、
福
岡
、
小
原
地
区
）

◎
第
六
回
白
石
市
公
衆
衛
生
大
会
開

催
す
る
。

◎
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
文
化
祭
開
催

◎
第
四
回
市
民
文
化
祭

く
十
一
月
V

◎
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
及
び
市

庁
舎
落
成
記
念
式
典
挙
行

◎
名
誉
市
民
誕
生

　
第
｝
号
朝
倉
松
吉
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
白
比
　
号
三
沢
ミ
ゑ
さ
瓦
に
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
か
ら
金
．
盃
贈
る
。

◎
福
岡
深
谷
上
湘
。
同
野
及
保
原
平
の
遺
　
◎
市
制
二
十
周
年
記
念
小
中
学
校
体
　
◎
白
石
駅
構
内
跨
線
人
道
橋
新
設
工

懐

育
祭
開
催
。

〈
十
月
〉

◎
第
四
十
五
回
市
民
体
育
大
会
開
催

◎
芭
蕉
句
碑
建
立
除
幕

春の叙勲式典

事
着
手

◎
東
北
縦
貫
道
路
白
石
、
仙
台
間
開

通
す
る
。

◎
馬
牛
沼
鯉
ま
つ
り

名誉市民第1号誕生

号誕生1白寿第

一
　
さ一
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朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧
麗朧朧朧朧朧朧朧朧朧朧鰯朧朧襲朧麗朧朧饗朧

麗鰯朧朧朧麗朧朧蟹麗朧朧朧鰯朧朧朧朧朧朧朧
朧蟹鰯朧麗朧朧襲朧朧朧朧朧朧朧韓黙朧麗朧羅

児童扶養手当
特別児童扶養手当

な
り
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当

　
母
ま
た
は
養
育
者
が
、
国
民
年
金

法
の
障
害
福
祉
年
金
又
は
、
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
て
も
、
受
給
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
手
当
月

額
に
つ
い
て
も
次
の
表
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
、
他
の
公

的
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
て
も
、

こ
の
手
当
は
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
手
当
月
額
も
次
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

　
申
請
の
方
法

　
支
給
要
件
に
該
当
し
、
こ
の
手
当

を
、
堂
け
ら
れ
る
方
は
、
早
め
に
市
輻

祉
事
務
所
（
内
線
二
一
三
番
）
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

49年1月
分から

．6，500円

　800円

　400円

市
役
所
の

年
末
年
始
窓
ロ
業
務

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童

扶
養
手
当
制
度
が
、
さ
る
十
月
一
日

か
ら
支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
多
く

の
方
が
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

改正後
48年10月
分から

6，500円

　400円

　400円

改正前

47年10月
分から

4，300円

　400円

　400円

児童数

1人の場合

2入の場合

3人の場合

児童扶養

手当

6，500円4，300円1人につき
特別手当

扶養手当

　
市
役
所
の
一
般
事
務
は
、
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
、
休

日
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
一
部
の
事
務
は
、
次
の
と

お
り
取
扱
い
を
し
ま
す
が
、
出
来
る

だ
け
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
．
用

事
を
す
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
窓
口
事
務

　
出
生
届
、
死
亡
届
、
印
鑑
証
明
の

事
務
は
、

　
二
十
九
日
午
前
中

　
三
十
一
日
午
前
中

　
市
役
所
内
七
十
七
銀
行

　
税
金
、
手
数
料
な
ど
の
収
納
事
務

　
二
十
九
日
午
前
中

　
三
十
｝
日
午
前
中

　
水
道
事
業
所

　
休
み
期
間
中
、
日
直
者
を
配
置
し

て
水
道
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　午前

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

衛
生
セ
ン
タ
ー

　ご

み
収
集
、
し
尿
収
集
と
も
、
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で

休
ス
ま
す
が
、
四
日
か
ら
平
常
業
務

を
い
た
し
ま
す
。

　
〈
嚇
一
み
収
集
〉

◎
越
河
、
斎
川
、
大
鷹
沢
、
白
川
、

　
福
岡
の
一
部
、
小
原
地
区
の
不
燃

物
は
十
二
月
十
九
日
で
、
年
内
の

　
収
集
を
終
り
ま
す
。

◎
事
業
所
等
で
、
直
接
衛
生
セ
ン
タ

　
ー
に
、
可
燃
物
を
持
ち
込
む
場
合

　
は
、
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
。

〈
し
尿
収
集
〉

◎
事
業
所
、
学
校
の
収
集
は
十
二
月

　
二
十
日
で
年
内
収
集
を
終
り
ま
す
。

◎
浄
化
槽
清
掃
は
、
十
二
月
十
一
日

　
で
、
年
内
の
清
掃
を
終
り
ま
す
。

◎
一
般
家
庭
の
収
集
は
、
年
内
申
込

　みさ

れ
て
も
翌
年
に
な
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

　
お
早
く
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
越
河
、
斎
川
、
大
鷹
沢
、
白
川
、

　
小
原
地
区
は
、
年
末
の
収
集
予
定

　
日
以
外
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

鋸
切
に
藪
ク

酸
軒
人
砂
、

一‘輝一奄
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み
ん
な
の
幸
せ
守
る

　
　
あ
か
る
い
国
保

税
を
多
く
出
し
あ
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
自
分
の
健
康
の
管
理
は
、

医
師
で
は
な
く
、
あ
な
た
自
身
で
す
。

一
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
相
互
扶

助
の
精
神
に
よ
っ
て
、
な
り
た
っ
て

い
る
の
で
す
’
。
ピ
病
入
が
多
く
な
れ
ば

保
険
財
政
が
苦
し
く
な
っ
て
、
保
険

　
健
康
を
守
る
第
一
は
、

　
健
康
で
あ
る
現
在
の
状
態
を
い
つ

ま
で
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
。

　
健
康
を
守
る
第
二
は
、

　
病
気
に
な
っ
た
ら
病
気
を
早
く
治

す
こ
と
で
す
。

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め

明
る
く
、
楽
し
い
生
活
を
、
お
く
っ

て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
届
け
出
を
〃

　
届
け
出
が
お
く
れ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
不
利
益
な
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

加
入
の
と
き
…
…
一
時
に
多
額
の
保

険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
保
険

証
が
、
交
付
さ
れ
る
ま
で
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

脱
退
の
と
き
…
…
国
保
の
資
格
が
な

く
た
っ
た
あ
と
で
、
保
険
証
を
使
っ

た
場
合
、
市
が
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
医
療
費
を
市
に
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
　
家
庭
の
水
道
を
給
水
装
置
と
い
　
　
　
　
・

　
い
ま
す
ロ
か
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
と

犠
鐸
、
凝
、
る
4
．
。

⑲
諜
離
鰻
孜
ギ
道
み

傷
羅
侃
離
隔
水
く

ぎ　春
占　　　r、’1胃
　　　晶一ヲ■1　　　ブ

止
琳
層

補
孝
舗
麟
慧
庭
し

蘇
響
物
は
市
．
所
家

◎
　
給
水
装
置
は
飲
み
水
を
通
す
装

　
置
で
す
。
水
が
も
れ
た
り
、
よ
ご

　
れ
た
り
、
凍
っ
た
り
し
な
い
よ
う

　い

つ
も
十
分
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　蓬
77777r『7

国

魎醜◎

、
属
認
書
＝
認
】
【
認
誤
】
‘
】
蚤
【
認
歪
詔
葦
＝
認
2
コ
盧
翠
書
】
雷
冨
5
5
5
5
蚤
【
】
雪
蚤
【
罷
】
雪
雪
【
置
翠
コ
5
嘱
コ
【
コ
【
書
書
歪
妻
書
蓋
歪
認
冨
蚤
雪
蚤
5
蚤
5
蚤
墨
蚤
雪
旨
蚤
【
署
置
認
歪
－
【

’1ゴゴ

　　臼甥墨　　’1胃』翌’1【

　　　！

　．1・とり過ぎは、成人病のもとになります。

あなたの体重は……

　自分の体重は自分で知1）、性別、年令＝職

業などに応じた、カロリーを摂リ適度な運動

により、太り過ぎないように、心がけましよ
う。

　標準体重＝（身長一100）×0．9

①無職の主婦

　　　標準体重（k9）x25～30カロリー

②普通の労働者

　　　標準体重（kg）×30～35カロリー

③重労働者

　　　標準体重（kg）X40～45カロリー

　ご注意下さい

　◎食事は、三食バランスよく。

　◎・糖質（穀類、砂糖類）を、一

　　へらしましょう。

⇔脂肪（油脂類、脂肪の多い肉〉をへらしま

　　しょう。
　◎〉アルコール類はほどほどにー。

　⇔たん白質（魚、肉、豆製品）、ビタミン

　　（野菜、果物）、無機質／乳製品、海草）

　　は、多くとりましょう。

　　　　　　　　　　　　　（市栄養士）

“
認
…
【
≡
【
】
【
…
【
…
‘
歪
、
【
雪
…
曜
垂
【
】
≡
、
≡
認
認
…
垂
召
…
≡
蚕
≡
雪
…
】
【
コ
【
認
…
【
…
蚤
≡
…
雪
一
雪
翼
…

鹸
ザ
g
・
秒
印
診
⑳
沸
z
。
ゆ
伽

肥満危険域

、

　
　
　
　
　
　
　
　
将

　
　
　
　
　
　
　
　
罰

謹
一

　
　
　
　
　
N
．

要注赴域

身長幽
　100　“0

こ
の
冬
の
灯
油
が
心
配
〃

固
「
寒
さ
を
む
か
え
、
灯
油
は
ど
、
つ

　
な
る
か
、
心
配
で
す
。
」
ど
の
よ
う

　
に
な
る
の
で
し
ょ
か
。

圏
新
聞
、
テ
レ
ビ
の
二
．
［
ー
ス
を

　
見
る
と
、
政
府
で
は
石
油
緊
急
対

　
策
を
決
め
、
そ
の
対
策
に
あ
た
っ

　
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
重
大
問
題

　
で
す
ね
。
今
冬
の
家
庭
用
灯
油
に

　
つ
い
て
は
、
政
府
で
全
力
を
あ
げ

　
て
、
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
お
る

　
よ
う
で
す
し
、
な
ん
と
か
切
抜
け

　
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
か
し
こ
い
消
費
者
と
し
て

　
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ω
各
家
庭
に
お
い
て
、
灯
油
消
費

　
を
減
ら
す
よ
う
に
。

　
の
不
用
電
灯
は
消
す
よ
う
励
行
。

　
⑥
灯
油
の
買
い
だ
め
を
し
な
い
よ

　
う
に
。
（
火
災
の
原
因
に
も
な
る
）

　
㈲
マ
イ
カ
ー
の
自
粛
を
計
る
こ
と

　
以
上
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
で
守
り

　
住
み
よ
い
、
暖
か
い
冬
を
過
ご
さ

　
れ
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
消
費
生
活
相
談
員
）

一7一
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禁お

麺を

闇
■
囹
國
（
内
線
二
九
〇
番
）

三
才
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
妬
年
6
月
－
日
ー

　
　
　
　
30
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
1
2
月
2
5
日
午
後
1
2
時
3
0

　
　
　
　
分
～
1
時
ま
で
受
付
。

場
　
所
　
白
石
保
健
所

三
ヵ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
時

場
　
所

8
月
9
日
～
9
月
1
3
日

ま
で
の
出
生
者

12

月
6
日
又
は
B
日

午
後
1
時

白
石
保
健
所

六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
6
月
出
生
者

日
　
時
　
12
月
20
日
又
は
2
7
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

十
二
ヵ
月
児
検
診

該
当
者

日
　
時

場
　
所

妊
　
婦

該
当
者

場日

所時

昭
和
4
7
年
1
1
月
出
生
者

12

月
1
2
日
午
後
1
時

白
石
市
民
ム
云
館

相
　
談

n
月
届
出
の
者

12

月
n
日
午
後
1
時

白
石
市
民
△
云
館

難
．
鐡

困
闘
醐
凹
（
内
線
二
三
三
番
）

　
定
期
生
活
相
談

日
　
時
　
12
月
5
日
　
正
日
　
2
5
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
12
時

場
所
市
役
所
第
2
会
議
室

国
一
国
闘
鴇
線
二
八
審
）

　
中
小
企
業
振
興
資
金

　
　
　
　
融
資
あ
っ
旋
に
つ
い
て

　
白
石
市
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

の
あ
っ
旋
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
融
資
額

②
期
　
間

③
保
　
証

申
込
は
、

り
ま
す
か
ら
、

し
く
は
当
課
又
は
商
工
会
議
所
へ

囲
（
⑤
三
六
杏
番
）

百
万
円
ま
で

運
転
資
金
旺
二
年
以
内

設
備
資
金
”
三
年
以
内

保
証
料
は
市
が
負
担
い

た
し
ま
す
。

い
つ
で
も
受
付
し
て
お

　
ご
利
用
下
さ
い
。
詳

12

月
の
行
事

252！　1811　7　4

日日日日日日

書民盆書民盆
道謡栽道謡栽

・
造
園
・
華
道
・
茶
道

・
謡
曲
・
詩
吟

・
将
棋
・
囲
碁

・
造
園
・
華
道
・
茶
道

・
謡
曲
・
詩
吟

．
将
棋
・
囲
碁

面
四
■
囲
（
内
線
二
八
七
番
）

献
血
車
い
ず
み
号
が
ま
い
り
ま
す
。

　
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
1
越
河
・
斎
川
地
区
－

　
越
河
地
区
　
献
血
日
程

月
日
12
月
1
6
日
日
曜
日

時
　
間
　
午
前
1
0
時
ー
午
後
1
時
半

場
　
所
　
越
河
出
張
所

　
斎
川
地
区
　
献
血
日
程

月
　
日
、
1
2
月
　
1
6
日
　
日
曜
日

時
間
午
後
2
時
ー
4
時

場
　
所
　
斎
川
出
張
所

た
ば
こ
は
、
市
内
で

　
買
い
ま
し
ょ
う
。

◎

休
　
館

ごて㌧
∠、

日
1
2
月
2
8
日
～
3
1
日

　
－
月
－
日
～
4
日

囹
圏
圏
（
内
線
二
二
四
番
）

　
行
政
相
談
日

日
　
時
　
12
月
8
日

　
　
　
　
午
後
1
時
マ
3
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

隣
り
に
も

　
　
声
か
け
あ
っ
て

　
　
　
　
　
よ
い
防
火

團
（
⑤
三
七
言
番
）

　
1
2
月
の
行
事

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

和
　
　
　
裁

華
道
池
坊

華
道
小
原
流

料
　
　
　
理

ギ
　
　
タ
　
　
ー

剣
　
　
　
道

ピ
ン
ポ
ン

社
山
父
ダ
ン
ス

團
（
⑤
］
二
〇
七
番
）

3
日
1
0
日
1
7
日
2
4
日

4
日
n
日
18
日
2
5
日

1
日
8
日
1
5
日
2
2
日

6
日
13
日
2
0
日
2
7
日

7
日
1
4
日
2
1
日

4
日
1
日
8
日
5
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
日
8
日
5
日
2
日

　
　
　
　
ユ
　
　
　
　

3
日
7
日
1
0
日
14
日

17

日
2
1
日
盟
日

4
日
6
日
1
日
3
日

18

日
20
日
2
5
日
2
7
日

6
日
3
日
0
日
7
日

　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
2

函
團
開
一
（
内
線
二
五
一
番
）

　
水
道
料
金
の
お
支
払
は

　
　
預
金
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
お
忙
が
し
い
、
皆
様
に
か
わ
り
、

銀
行
が
水
道
料
金
を
、
お
支
払
し
て

く
れ
る
便
利
な
預
金
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
は
水
道
事
業

所
か
、
市
内
金
融
機
関
で
簡
単
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

宿
日
直
業
務
廃
止
に
つ
い
て

　
1
1
月
1
日
か
ら
宿
直
お
よ
び
日
直

勤
務
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
住
民
の
方
に
不
便

を
か
け
な
い
よ
う
に
、
ま
た
保
健
業

務
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、

万
全
の
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が

な
に
と
ぞ
、
ご
協
力
の
程
を
。

　
勤
　
務
　
時
　
問

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
前
8
時
3
0
分
～
後
5
時
1
5
分

土
曜
日
　
前
8
時
3
0
分
～
後
0
時
3
0
分

國
閥
■
回
（
⑤
二
七
四
五
番
）

年
賀
状
は
　
2
2
日

　
小
包
は
　
1
5
日
ま
で
に

　
差
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
差
出
す
と
き
は
「
白
石
市
内
あ

　
て
」
　
「
宮
城
県
内
あ
て
」
等
に
束

　
ね
て
差
出
し
て
下
さ
い
。

　
で
に
、
包
装
を
完
全
に
し
て
差
出

　
し
て
下
さ
い
。

　
正
し
く
書
い
て
下
さ
い
。

　
で
書
い
て
下
さ
い
。
又
同
居
人
や

　
子
ど
も
あ
て
の
場
合
は
、
○
○
方

　
の
よ
う
に
肩
書
ま
で
、
記
載
し
て

　
下
さ
い
。

◎
　
年
賀
状
は
、
12
月
22
日
ま
で
に

◎
　
贈
答
用
小
包
は
、
援
月
1
5
日
ま

◎
　
郵
便
番
号
は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
、

◎
　
あ
て
名
は
、
番
地
、
棟
番
号
ま

番　医
　　外　　科
刈田　病院⑤2145
銭谷　医院⑤2010
刈田　病院⑤2145
宮城　医院⑤2062
加藤（ガ医院⑥2653

刈田　病院⑤2145
朝倉　病院⑤2101
刈田　病院⑤2145

休こ　日　当
　　内　　科
水野　医院⑤2735
加藤（司医院⑤2001

引地　医院⑤2036
柿崎　医院⑤2210
旦理　医院⑤2355

笛　　医院⑤2410
水野　医院⑤2735
加藤（司〉医院⑤2001
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